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まちづくりデザインマップ 004案

国土地理院　「地理院地図（淡色版）（平成 26年提供開始）」を元に一部加工して作成
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中央図書館

旧法務局

相模台公園

戸定が丘歴史公園 千葉大学 松戸キャンパス

市民会館

ワールドバザール
(1班)

まつど横丁(3班)

歩行者天国
(8班)

オシャレゾーン
(3班)

サラメシランド東
(1班)

サラメシランド西
(1班)

オシャレゾーン(3班)
美術館、博物館(5,6班)
文化・教育(7班)
　

親水空間(1,2,8班)
ランニング(2,5班)

スポーツ,アクティビティ(4,6,7,8班)

コミュニティ拠点
(3班)

緑の連携・公園のつながり(6,7班)

アクセス改良(5班)

空家活用ゾーン(2班)

パブリックゾーン(3班)
防災拠点(3,4,5,6班)

減災拠点(7班)

市民劇場の見える化(2班)

パークゾーン(3班)
スポーツ(2,6班)

アートミュージアム
(4班)　

大学との連携(3,5,7班)

歴史を感じるロード
(8班)

戸定が丘から旧松戸宿へ
(4班)

「MATSUDOING2050 3つのゾーン」

南側のゾーン

支える場
災害時に防災拠点としてのHQ機能など

人々 の生存を支える場

中央のゾーン

オープンな場
南北をつなぐオープンスペースであり

多様な過ごし方が実践できる場

北側のゾーン

試みの場
新しいライフスタイルや人々 が

活動を持ち込んで育てるような

働き方などを支える場

(2)戦略的拠点＝「MATSUDOING2050 3つの場」の設定

　1)北側のゾーン：「試みの場」
　　新しいライフスタイルや人々 が活動を持ち込んで育てるような働き方などを支える場
　2)中央のゾーン：「オープンな場」
　　南北をつなぐオープンスペースであり多様な過ごし方が実践できる場
　3)南側のゾーン：「支える場」
　　災害時に防災拠点としてのHQ機能など人々 の生存を支える場

「MATSUDOING2050 3つの場」

「3つのゾーン」 「3つの場」

大きな松戸ゾーン
=MATSUDOINGが広がるゾーン

松戸駅前ゾーン
=MATSUDOINGが育てるゾーン

新拠点ゾーン
=MATSUDOINGが生まれるゾーン

(1)全体の捉え方＝「MATSUDOING2050 3つのゾーン」の設定

　1)「新拠点ゾーン」＝官舎跡地・中央公園・旧法務局
　　まち全体に波及していくような新しい人のつながりや動きが生まれる「MATSUDOINGが生まれる」ゾーン
　2)「松戸駅前ゾーン」＝松戸駅周辺の商業ビルが密集するゾーン
　　既存のまちに新しい人のつながりや動きが影響を与える「MATSUDOINGが育てる」ゾーン
　3)「大きな松戸ゾーン」＝松戸駅から江戸川、矢切、戸定が丘、千葉大学園芸学部まで
　　小さな場のネットワークに新しい人のつながりや動きがつながる「MATSUDOINGが広がる」ゾーン


